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新たな六中文化を発信できた 

    校長 中島 貢 

 10月28日（金）、プラザおおるりで、六合中学校文化

発表会が行われました。 

島田市内の中心部で六中文化を発信したのです。 

ステージ部門と展示部門の二つがありますが、どれも

一朝一夕にできるものではありません。発表する内容

は、日頃の努力の結晶なのです。結

晶には様々な形があります。きれい

に整った正五角形もあれば、所々出

っ張った不揃いのものもあります。しかし、それぞれの結晶は結びつきが強く、

ちょっとやそっとでは崩れません。 

六合中学校の合唱には、どの学年、学級にもその結びつきの強さがあります。 

自分が声を大きく出すには、仲間の支えが必要です。仲間とともに声を出す雰囲気があれば、その

声は数倍の響きとなります。曲想をつけるために、ある部分は声量を抑える必要があります。しか

し、口はしっかりと開いています。全員指揮者を見

ています。このあらわれがあるから声量を抑えた声

でもしっかりと聞こえるのです。 

今年の六合中学校の合唱は粒ぞろいでした。そし

て、一粒一粒が見事に結晶していました。これが今

年創り上げてきた六中文化です。文化という言葉は

一般に個人に内在するものではありません。集団のなかに共有されたものや心のあらわれのことを言

います。六中文化は六合中学校にしか存在しません。そして、その文化を創り上げてきたのは現在の

六合中学校生徒なのです。 

『こころの窓』     (道徳コーナー) 

 ９，１０月は台風が次々と日本列島を襲い、雨の日ばかり続きました。

当然、傘は必要になります。急に大雨が降ってきた時に、「置きっ放しに

されていて誰も使っていない傘」という条件だったら、生徒たちはその傘

をどうするのでしょうか。「置き忘れられていては傘がかわいそうだ。傘

の再利用だ。」「自分が雨に濡れて風邪を引いてしまうから。」「誰も使

わない傘なら貸してもらって、後で返せばいい。」から持っていくという

考えの人たち。「傘は許可無く取ってはいけない。人の物だから。自分が置き忘れたと思っているだ

けかもしれない。持ち主が困るだろう。」「汚いかも」「濡れてもコンビニまで走って行って、そこ

で傘を買う。」「雨が止むまでずーっとずーっと待つ(笑)。」から、そのままにしておく人たち。さ

て、資料に出てくる傘は少し違います。持ち主がいる傘です。 

欅  

http://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_3596.html


 

   

 

 

 

 
 

この時の僕について、生徒たちは

「自分だけ良ければいいという行動

で、彼女に申し訳ないことをしてしま

った。」という後悔や反省の気持ちで

いっぱいだっただろうと語りました。

続けて、「自分たちも、人の迷惑にな

らないよう、周りの人のことも考える

思いやりが大切。ルールや決まりは守る。自己中心的にならず、正直に生きたい。ずるいことは考え

ない。少しくらいは良いだろうと甘えない。」とも発言していました。そして、『傘』という字を見

て気づいたのです。「あっ、人がたくさん入っている。傘の下にいたら守られている」と。そうなん

です。だからこそ、傘の下で社会の決まりを破る人がいたら、信頼を失うだろうし、誰かが傷つくの

です。そう言えば、最近、六合中学校の傘立てを安心して昇降口に置いている学級が多いですね。僕

のような間違いを犯す人がいないからなのでしょうか。皆さんも、日常生活の中に潜むちょっとした

行動に目を向け、社会生活を円滑に送るためにはどうしたらいいのか考えてみてください。                        

(道徳部員 ２年Ｃ組担任 西野恵子)  

ＰＴＡ行事ご参加ご協力のお願い 

６日（日）には古紙回収を予定しております。例年、多大なるご協力をいただきましてありがとう

ございます。当日は、安全第一で運営したいと考えております。今年もご協力のほど、よろしくお願

いいたします。 

また、１１日（金）には授業参観に引き続いて、親子道徳（教育講演会）を実施いたします。講

師に宮本延春氏を迎え、「オール１の落ちこぼれ、教師になる」と題して講演をいただきます。親子で

聴いていただき、ご家庭でも話題にしていただきたいと考えておりますので、多くの保護者の皆様に

ご参加いただけるよう、お願い申し上げます。 

１１月の行事予定 

１日(火) ２日(水) ４日(金) ７日(月) ８日(火)  
教育相談（３年三者面談） 

４日（金）六合の日（あいさつ運動） 

６日（日）古紙回収 (予備日 13日)  
７日（月）全校集会(第Ⅳステージ開始) 

後期第１回生徒会専門委員会 
１１日（金）給食参観会 授業参観 学年・学級懇談会 

親子道徳（教育講演会）宮本延春氏  
「オール１の落ちこぼれ、教師になる」 

１４日（月）避難所運営会議 六中質問タイム 
１５日（火）生徒総会 六中質問タイム 
１６日（水）ＰＴＡ本部会 地区長会 

１７日（木）期末テスト１日目（４時間）給食あり 
１８日（金）期末テスト２日目 

音楽鑑賞会（器楽合奏ﾋﾟｰﾙ･ﾄｰﾝ･ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ） 

２５日（金）島工サイエンススクール（２年） 

１２月の行事予定 

１日（木）県学力調査（３年） 
４日（日）地域防災訓練（生徒は参加）  
６日（火）茶道教室 
７日（水）学校保健委員会 
８日(木) ９日(金) １２日(月) １３日(火) １５日(木) 三者面談 
（短縮日課 給食あり） 

２２日（木）終業式 

傘を持ってこなかった僕は、急に降ってきた雨に困ります。そこで、病院の傘立てにあった傘を

安易な気持ちで持っていってしまいます。自分は濡れずにすみました。ところが、傘の持ち主の

女性は、ずぶ濡れになって走って帰っていくことになったのです。この事実を僕は知ることにな

ります。 

資料『傘の下』 


